
観覧状況や特別展の反応などに関わると、もう少しくわしく、

来館者の動向を知る必要がある。このような背景から近年、

来館者研究は注目される分野となっている（たとえば、琵

琶湖博物館・滋賀県博物館ネットワーク協議会， 2000;重

盛，2000など）。

来館者の動向を知るもっとも一般的な調査方法はアンケー

トである。神奈川県立生命の星・地球博物館では、これま

でも様々な視点から対面や文書によってアンケート調査を行

1)神奈川県立生命の星・地球博物館

〒250-0031 神奈川県小田原市入生田499
Kanagawa Prefectura I Museum of Natura I Hi story 
499 I ryuda, Odawara, Kanagawa 250-0031, Japan 
E--ma i I ; hi rotan i@nh. kanagawa-museum. jp 

2.行動観察の結果をもとに、展示をより効果的にみせるエ

夫について、その可能性を検討する。

調査の結果を分析することにより、 目的1については、博

物館を評価する方法としての行動観察の有効性が確認され

た。そして、来館者が展示を観覧する行動には、展示物

への関心と社会的なコンテクストの両方が強く影響を与えて

いることが明らかになった。 さらに、 この知見をもとに、 目

的2に関して展示の効果的方法を検討した。

方法

1.行動観察について

神奈川県立生命の星・地球博物館（以下、神奈川県博と

呼ぶ）において、常設展を訪れた来館者の行動を観察した。
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テーマ2 生命を考える一地球生命の宮みー

エリア4 エリア 3

エ リ閏

デ｀

テーマ1地球を考える一困体地球の宮みー

エリア 2

レーぶ

エリア 対象 接触G数接触者数総G数総接触者数
1別隕石 1 4 
1マンドラビラ隕石 3 11 4 
2アンモナイト 13 26 
2かんかん石 5 10 
2マラカイト 4 10 
2岩石の壁 4 8 
2珪化木 5 7 
2恐竜足跡 2 4 
2ストロマトライト 3 3 
2石灰岩柱 2 2 
2紫水晶 1 3 39 

3ハリモグラ ， 20 
3クスクス 8 14 
3ヒグマ 8 13 
3カンガルー 7 ， 
3カイマン 3 7 
3インドサイ 4 6 
3カモノハシ 3 5 
3ゴマフアザラシ 1 4 
3シーラカンス 1 3 
3ディプロドクス足 2 3 
3オオアリクイ 2 2 
3カピバラ 2 2 
3ゾウ足 1 2 
3アケボノゾウ足 1 1 
3アルマジロ 1 1 
3恐竜足骨（実物） 1 1 
3ゾウ顎 1 1 
3ティラノ足 1 1 56 

4擬態虫さがし 11 36 
4羽根つき種子 1 4 1 2 

展示エリア・展示物ごとに、接触行動を示したグループの数、
接触者数を示した。

15 

73 

95 

40 
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FG（父・母・息子） NFG（女性5人組）
時刻 グループ構成 時間 グループ構成
1439 M,F,J まとまる 1423 F*5 まとまる
1440 M F,J 父と母子 1424 F,F F,F,F 2グループ
1441 M F,J 父と母子 1425 F,F F,F,F 2グループ
1442 M F,J 父と母子 1426 Iヽ・フ-ハ・フ- ばらばら
1443 M F,J 父と母子 1427 F,F Iヽ・フ-ハ..フ3グループ以上
1444 M F,J 父と母子 1428 F,F Iヽ＊フ一ハ、フ3グループ以上
1445 M F,J 父と母子 1429 F,F バラバラ 3グループ以上
1446 M F,J 父と母子 1430 F,F バラバラ 3グループ以上
1447 M F,J 父と母子 1431 F,F I ヽゞフハ♦フ＿ 3グループ以上
1448 M F,J 父と母子 1432 F,F Iヽ--フ-ハ♦フ-3グループ以上
1449 M,J F 父子と母 1433 F,F Iヽ・フ-ハ・フ-3グループ以上
1450 M,F,J まとまる 1434 F,F I ヽ•フーハ、フ3グループ以上
1451 M,F,J まとまる 1435 F*5 まとまる
1452 M,F,J まとまる 1436 F*5 まとまる
1453 M,F,J まとまる
1454 M,F,J まとまる グループ がバラバラだった時間帯を灰色バックで示した
1455 M,F,J まとまる
1456 M,F,J まとまる
1457 M,F,J まとまる
1459 M,F,J まとまる
1501 M,F,J まとまる

番号 月日 追跡時間 総時間（分）構成 サイズグループ種別
1 I 2月6日 1420-1439 201F*5 51NFG 

9 2月6日 1439-1501 23 M,F,J 3 FG 
2 2月11日 1150-1220 31 M*6 6 NFG 
3 2月11日 1422-1451 30 F*3 3 NFG 

42月29日 1420-1426 7 M*9 9 NFG 
5 2月29日 1428-1439 12 M*7 7 NFG 

6 3月19日 1520-1532 13 M*4 4 NFG 
7 3月20日 1520-1554 35 F*4 4 NFG 

8 3月23日 1520-1542 23 F,F 2 NFG 
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観覧時間長と注目行動の発生率
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注目行動の発生率
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